
　玉村ゴルフ場、前橋ゴルフ場、板倉ゴルフ場、新玉村ゴルフ場の４

つのゴルフ場を運営し、年間およそ20万人に利用されています。

　河川敷を有効活用した平坦なコースをリーズナブルな料金で提供する

ことにより、年齢や性別を問わず幅広くゴルフを楽しんでいただいてい

ます。

ゴルフ場

県営ゴルフ場

賃貸ビル
　賃貸ビルとして営業する「群馬県公社総合ビル」は、地上9階地下

1階建てで、現在、県の関係団体など約30団体に利用されています。

また、企業局の発電所の集中制御などを行っている「管理総合事務所」

も設置されています。

公社総合ビル

格納庫
　群馬ヘリポート内にヘリコプター用格納庫を設置し賃貸するもので、

県の防災ヘリや民間企業のヘリコプターの格納に利用されています。 

格納庫

事業規模

　地震などの自然災害が比較的少なく、交通のネットワークが充実し

ている環境を活かし、企業誘致の受け皿として「産業団地」を造成、

分譲しています。

　また、豊かな自然と良好な住環境が整った「住宅団地」を分譲し

ています。

　この産業団地や住宅団地の整備を通じて、地域経済の活性化に貢

献していくとともに群馬の未来に向けて、再生可能エネルギーの活用

や災害レジリエンスの強化に取り組みます。

団地

101団地

約2,600 haを造成
約650の企業が立地

35団地

約760 haを造成
約12,000世帯に提供

板倉NTグリーンブロック 藤岡IC西産業団地
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板倉ニュータウン朝日野公園

高崎玉村SIC北地区工業団地

事業規模

　私たちが生活するために欠かすことのできない「水」。水道水は市

町村から各家庭に送られていますが、その市町村水道事業に対して、

水道用水を供給するのが企業局の「水道事業」です。

　県が広域で規模の大きい水道事業を行うことで、安全で質の高い

水道水の効率的な供給が可能となっています。

水道

浄水受水
（表流水）
22％

地下水
33％

表流水
37％

その他
7％

その他
8％

大泉町
千代田町 千代田町

前橋市 前橋市 高崎市

高崎市 高崎市

桐生市

桐生市

伊勢崎市 伊勢崎市太田市

沼田市

館林市 館林市

渋川市 渋川市

藤岡市

富岡市

安中市

みどり市

榛東村 榛東村吉岡町 吉岡町

神流町
上野村

下仁田町

南牧村
甘楽町

中之条町

東吾妻町
長野原町 嬬恋村

草津町高山村

片品村

川場村 みなかみ町

昭和村

玉村町 玉村町

板倉町 板倉町
明和町 明和町

大泉町
邑楽町 邑楽町

供給エリア図

浄水場を監視する職員（県央第二水道事務所） 浄水場（県央第二水道事務所） 浄水場（県央第一水道事務所）

群馬県水道
供給区域

1日

の水道水をつくり
約18万m³

約

8

万m³

へ供給

16の市町村

の市町村区域

群馬県
水道

県内上水道の
水源種別割合グラフ

企業局の水道用水で、県内上水

道で使われる水のおよそ2割を
まかなっています

事業規模

　群馬県の工場に流れる、「産業の血液」ともいえる工業用水。その水を、

川の水を利用してつくり、各工場へ送る役割を果たすのが、企業局

の「工業用水道事業」です。

　工業用水道事業では、工場で冷却用や洗浄用に大量に使われる水

を安く、安定して供給することで、県内産業の振興と発展に貢献すると

ともに、従来地下水に頼っていた工業用水を川の水に置き換えること

で、地盤沈下の防止にも役立っています。

工業用水

工業用水
33％

上水道
14％

井戸水
42％

その他
11％

県内工場の
使用水量割合グラフ

大泉町
千代田町 千代田町

前橋市 高崎市

高崎市 高崎市

桐生市

桐生市

伊勢崎市 伊勢崎市太田市

沼田市

館林市 館林市

渋川市 渋川市

藤岡市

富岡市

安中市

みどり市

榛東村 榛東村吉岡町 吉岡町

神流町
上野村

下仁田町

南牧村
甘楽町

中之条町

東吾妻町
長野原町 嬬恋村

草津町高山村

片品村

川場村 みなかみ町

昭和村

玉村町 玉村町

板倉町 板倉町
明和町 明和町

大泉町
邑楽町 邑楽町

供給エリア図

渋川工水
供給区域

東毛工水
供給区域

老朽管の布設替え工事（渋川工業用水道） 原水調整池（渋川工業用水道） 浄水場（東毛工業用水道）

渋川工業 渋川工業
用水道 用水道

東毛工業 東毛工業
用水道 用水道

企業局の工業用水で、県内工場が

使う水のおよそ3割をまかなって
います

1日

の水をつくり
約13万m³

に供給

約110の工場

事業規模

　暮らしに欠かすことのできない電気。その電気を自然の力である「水

力」、「太陽光」などによってつくり出すのが企業局の「電気事業」です。

企業局でつくられた電気は送電網を通じ、最終的に工場や家庭などの

消費者へ届けられています。

　主力である「水力発電」は群馬県の自然条件に最も適した発電方式

であり、発電過程において地球温暖化の原因とされる温室効果ガス

（CO₂など）が排出されない「再生可能エネルギー」です。

電気

群馬県の
電源構成

企業局（5.4％）

県内その他（28.7％）

県内発電分県外移入
（65.8％）

企業局の電気事業では、県内の電力消費量

のおよそ5％を発電しています

中之条ダムと中之条ダム発電所水圧管路内部八ッ場発電所

水力発電所水力発電所

かか所所3333

火力発電所火力発電所
（ごみ焼却熱）（ごみ焼却熱）

かか所所11

太陽光発電所太陽光発電所

かか所所33

群馬県の電源構成

最大出力

約26

8.2

万kW

一年間で

の電気を供給

億kWh

（過去５年平均） （令和３年度実績）

（資源エネルギー庁　電力調査統計）

 

企業局では「発電所」や「浄水場」の見学を受け入れています。
見学をご希望される方は、下記サイトをご覧いただき、「施設見学案内」に記載されている各事務所へお問い合わせ
下さい。
https://www.pref.gunma.jp/page/12003.html

施設見学のご案内

企業局では事業収益の一部を活用して、「自然林の保全」や「地方創生の取組への貢献」なども行っています。

■水源の森
・企業局の事業は自然の恵みとの関わりが深いことから、武尊山麓の一部151haを購入し、自然林の保全に努

めています。

■群馬の未来創生に向けた取組への貢献
・企業局の利益の一部を一般会計の「ぐんま未来創生基金」に繰り出し、知事部局が行う群馬の未来創生

に向けた取組を支援しています。また、再生可能エネルギー・脱炭素化に関する研究やスポーツ・文化振

興への支援にも取り組んでいます。

このパンフレットは、令和５年４月時点における最新データをもとに作成しています。

群馬県企業局
〒371-8570　群馬県前橋市大手町一丁目1番1号
電話／027-226-3915（企業局経営戦略課）
FAX／027-243-7724（企業局経営戦略課）
ホームページ『企業局』
 https://www.pref.gunma.jp/soshiki/12.html

 または  　　　　　　　　　　　でクリック

水車発電機を見学する様子（奈良俣発電所）
 

浄水場を見学する様子（県央第二水道事務所）
　

群馬県企業局 検索

群馬県企業局

群馬県企業局が実施している事業
　群馬県企業局は、群馬県が経営する「地方公営企業」

です。

　地方公営企業は、地方公共団体が実施する事業のうち、

料金収入などをもって独立採算を基本に運営されるもの

です。

　「県民の福祉の向上」と「経済性を発揮した効率的な

経営」が求められるのが地方公営企業の特徴です。

群馬県企業局とは

暮らしを支えるみぢかな企業局

暮らしに欠かせない「電気」や「水」をつくり、それを安定して供給すること。

工場や住宅のための「団地」を整備し、群馬の経済や地域に活力を与えること。

企業局は様 な々事業を通じて、皆様が『安心』して暮らせる群馬県を目指しています。

電気事業

工業用水道事業

水道事業

団地造成事業

施設管理事業
（ゴルフ場・賃貸ビル・格納庫）

伊勢崎宮郷工業団地東毛工業用水道事務所奈良俣発電所と奈良俣ダム


